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第
85
回
全
国
都
市
問
題
会
議
（
主
催
：
全
国
市
長

会
、（
公
財
）後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所
、（
公

財
）日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
、
八
戸
市
、
協
賛
：（
公
財
）

全
国
市
長
会
館
）
が
、
２
０
２
３
年
10
月
12
日
（
木
）、

13
日
（
金
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
青
森
県
八
戸
市
の
八

戸
市
公
会
堂
・
公
会
堂
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。「
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
が
生
み
出
す
都
市

の
魅
力
と
発
展
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
市
区
長
や
市

区
議
会
議
員
な
ど
約
１
８
０
０
人
が
全
国
各
地
よ
り

参
集
し
、
１
日
目
は
開
会
式
、
基
調
講
演
、
主
報
告
、

一
般
報
告
が
行
わ
れ
、
２
日
目
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
閉
会
式
、
行
政
視
察
（
希
望
者
の
み
）
が
実

施
さ
れ
た
。

全国都市問題会議報告
第85回

（公財）後藤・安田記念東京都市研究所　研究員　濵
は ま だ

田　愛
めぐみ

文化芸術・スポーツが生み出す
都市の魅力と発展

開会あいさつを行う立谷会長

開会式
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開
会
式

　

開
会
式
の
冒
頭
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
全
国
市

長
会
会
長
の
立
谷
秀
清
・
相
馬
市
長
に
よ
る
開
会
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て
熊
谷
雄
一
・
八
戸
市
長
に
よ
る

開
催
市
市
長
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
宮
下
宗
一

郎
・
青
森
県
知
事
か
ら
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。

基
調
講
演

　

東
京
藝
術
大
学
長
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
日
比
野
克
彦

氏
よ
り
「
ア
ー
ト
の
役
割
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
の
自
身
の
活
動
を
通
じ
た
ア
ー
ト
に
よ
る
社
会
課

題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
ア
ー
ト

と
社
会
と
の
接
続
に
向
け
同
大
学
が
進
め
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
紹
介
し
、
参
加
者
ら
の
ア
ー
ト
へ
の

認
識
を
新
た
に
し
た
。

　

冒
頭
で
は
２
０
２
１
年
に
開
館
し
た
八
戸
市
美
術
館

に
言
及
し
、
美
術
館
が
有
す
る
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ル
ー

ム
」と
い
う
特
徴
的
な
空
間
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ（
国
際
博
物

館
会
議
）に
よ
り
２
０
２
２
年
に
更
新
さ
れ
た「
博
物
館

（
美
術
館
も
含
む
）」
の
定
義
に
基
づ
き
、
地
域
の
中
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
交
流
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
も
の

で
あ
る
、
と
解
説
し
た
。

　

続
い
て
、
日
比
野
氏
が
こ
れ
ま
で
継
続
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
ア
ー
ト
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
活

動
と
し
て
、
出
身
地
で
あ
る
岐
阜
県
岐
阜
市
に
お
け
る

「
こ
よ
み
の
よ
ぶ
ね
」を
は
じ
め
、
茨
城
県
水
戸
市
で
開

催
し
て
い
る「H

IBIN
O

 CU
P

」、
水
戸
芸
術
館
や
金
沢

21
世
紀
美
術
館
で
の
「
明あ
さ
っ
て

後
日
朝
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
で
の
取
り
組
み
や
、
館
長
を
務
め

る
熊
本
市
現
代
美
術
館
で
の
ア
ー
ト
活
動
な
ど
が
紹
介

さ
れ
た
。
市
民
ら
と
一
緒
に「
何
か
を『
つ
く
る
』こ
と
」

な
ど
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
、
人
間
が
物

語
を
紡
ぐ
発
想
力
を
引
き
出
す
力
な
ど
、
社
会
的
課
題

の
解
決
に
向
け
た
ア
ー
ト
の
役
割
が
示
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
ア
ー
ト
に
よ
る
社
会
的
課
題
の
解
決
を
目

指
す
東
京
藝
術
大
学
と
し
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
福

祉
×
芸
術
」
を
テ
ー
マ
に
多
様
な
人
々
の
共
生
を
目
指

す
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「D

iversity on the A
rts 

Project

」（
通
称D

O
O

R

）や
、
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ

り
健
康
を
促
す
「
文
化
的
処
方
」
の
実
装
を
目
指
し
て

２
０
２
３
年
か
ら
開
始
さ
れ
多
く
の
企
業
や
自
治
体
が

参
加
す
る
「
ア
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
共
創
拠
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
、
併
せ
て

文
化
的
処
方
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
先
進
事
例
な
ど
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、「
ア
ー
ト
は
生
き
る
力
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
と
も
に
、
基
調
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

主
報
告

　

熊
谷
雄
一
・
八
戸
市
長
に
よ
り
「
八
戸
市
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
に
関
す
る

主
報
告
が
行
わ
れ
た
。
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
公

共
施
設
整
備
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
の
意
義
と
課
題

を
報
告
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
拠
点
を
通
じ
た
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
へ
の
展
望
を

示
し
た
。

　

八
戸
市
が
展
開
し
て
き
た
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

基調講演

日比野・東京藝術大学長、アーティスト

主報告

熊谷・八戸市長
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と
し
て
、
２
０
１
１
年
に
整
備
さ
れ
た
「
八
戸
ポ
ー
タ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

は
っ
ち
」や
、
そ
の
プ
レ
事
業
と
し

て
２
０
０
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
酔
っ
払
い
に
愛
を　

横
丁
オ
ン
リ
ー
ユ
ー
シ
ア

タ
ー
」
を
は
じ
め
、
２
０
１
６
年
に
開
設
し
た
「
八
戸

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」や
、
２
０
１
８
年
に
開
設
し
た「
八

戸
ま
ち
な
か
広
場
マ
チ
ニ
ワ
」、
２
０
２
１
年
開
設
の

「
八
戸
市
美
術
館
」な
ど
、
空
洞
化
し
た
中
心
市
街
地
の

都
市
機
能
再
編
と
連
動
し
た
文
化
施
設
整
備
や
文
化
活

動
の
取
り
組
み
を
中
心
に
説
明
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
ま
ず「
氷
都
・

八
戸
」
の
市
民
の
文
化
と
し
て
根
付
い
て
い
る
ス
ケ
ー

ト
競
技
の
支
援
と
し
て
、
２
０
１
９
年
に
整
備
さ
れ
た

「
長
根
屋
内
ス
ケ
ー
ト
場
（
Ｙ
Ｓ
ア
リ
ー
ナ
八
戸
）」
や

２
０
２
０
年
に
整
備
さ
れ
官
民
連
携
で
運
営
す
る

「FLA
T

 H
A

CH
IN

O
H

E

」
な
ど
の
施
設
整
備
、
競
技

人
口
の
裾
野
を
広
げ
る
「
氷
都
八
戸
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
紹
介
さ
れ
、
次
い
で
、
八
戸
市
に
拠

点
を
置
く
四
つ
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
サ
ッ
カ
ー

の「
ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸
Ｆ
Ｃ
」、
ア
ジ
ア
リ
ー
グ
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
の「
東
北
フ
リ
ー
ブ
レ
イ
ズ
」、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
「
青
森
ワ
ッ
ツ
」
と
「
八
戸
ダ
イ
ム
」）
と
、

そ
れ
ら
を
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
資
源
と
し
て
活
用
し
、

市
民
に
よ
る
多
様
な
関
わ
り
の
場
を
提
供
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

市
長
は
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
が
「
生
き
る
歓
び
に
直
接

訴
え
か
け
る
」
よ
う
な
本
質
的
な
価
値
を
有
す
る
と
し

て
、
特
に
社
会
的
価
値
に
つ
い
て
、
人
口
減
少
下
の
地

域
社
会
に
お
け
る
市
民
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
観
点
か
ら
の
効
果
に
言
及

し
、
そ
れ
ら
の
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
な
ど
パ
ブ
リ
ッ

ク
な
空
間
の
重
要
性
を
説
い
た
。

一
般
報
告

　

１
日
目
の
10
月
12
日
の
午
後
に
は
、
３
題
の
一
般
報

告
が
行
わ
れ
た
。

　

１
題
目
は
、
文
化
事
業
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
演
出
家
の

吉
川
由
美
氏
よ
り
「
ま
ち
づ
く
り
の
活
力
は
地
域
に
根

ざ
し
た
文
化
政
策
か
ら
育
ま
れ
る
」
と
題
し
た
報
告
が

行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

経
験
を
通
じ
て
、
今
の
社
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
、
こ

れ
ま
で
と
異
な
る
視
点
か
ら
の
文
化
政
策
と
し
て
、
幅

広
い
分
野
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
文
化
を
位
置
付
け
地

域
社
会
を
醸
成
し
て
い
く
、
地
域
に
根
差
し
た
在
り
方

を
示
し
た
。

　

吉
川
氏
が
約
10
年
間
に
わ
た
り
担
当
し
て
き
た
「
八

戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

は
っ
ち
」
の
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
市
民
と
共
に
「
地
域
の
資
源
を
大
事

に
想
い
な
が
ら
新
し
い
魅
力
を
創
り
出
す
」
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
三
つ
の
柱
（
①
八
戸
の
中
心
街

を
み
ん
な
の
関
心
空
間
に
す
る
、
②
八
戸
の
地
域
資
源

を
再
発
見
し
て
再
価
値
化
す
る
、
③
フ
ラ
ッ
ト
な
交
流

と
対
話
の
場
を
創
出
）
を
提
示
し
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
ま
ち
の
人
々
の
情
報
を
吹
き
出

し
に
す
る
「
八
戸
の
う
わ
さ
」、
開
館
記
念
の
写
真
展

「
八
戸
レ
ビ
ュ
ウ
」、
八
つ
の
横
町
を
舞
台
に
し
た「
酔
っ

払
い
に
愛
を　

横
丁
オ
ン
リ
ー
ユ
ー
シ
ア
タ
ー
」、
古

武
芸
の
騎き
ば
だ
き
ゅ
う

馬
打
毬
と
中
学
校
ロ
ボ
コ
ン
を
組
み
合
わ
せ

た「
は
っ
ち
流
騎
馬
打
毬
」、
漁
食
文
化
を
テ
ー
マ
に
し

た「
魚
ラ
ボ
」、
デ
コ
ト
ラ
を
衣
装
と
し
て
作
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
市
民
ら
の
普

段
の
役
割
や
立
場
の
壁
が
取
り
払
わ
れ
、
対
等
に
語
り

合
い
異
な
る
価
値
観
を
認
め
合
う
場
や
、
主
役
と
し
て

ま
ち
を
動
か
す
市
民
の
マ
イ
ン
ド
が
醸
成
さ
れ
て
い
く

様
子
を
、
現
場
の
視
点
か
ら
報
告
し
た
。

　

今
求
め
ら
れ
て
い
る
文
化
政
策
と
し
て
、
八
戸
三
社

大
祭
を
題
材
に
し
た
「D

A
SH

IJIN

」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

例
に
挙
げ
、
山
車
小
屋
で
の
山
車
づ
く
り
の
場
が
そ
こ

に
関
わ
る
人
々
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
孤
独
か

ら
解
放
し
、
地
域
を
つ
く
る
人
を
育
て
て
い
る
様
子
を

示
し
、「
地
域
社
会
の
分
母
」
と
し
て
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
文
化
を
支
え
て
い
る
市
民
の
無
償
の
奉
仕
に
対
す

る
支
援
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
吉
川
氏
が
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ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
携
わ
っ
た
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
あ
る
宮
城
県
南
三
陸
町
の
戸
倉
地
区
に

お
い
て
、
震
災
後
に
漁
師
ら
が
全
員
一
斉
に
漁
業
権
を

放
棄
し
、
カ
キ
の
養
殖
の
利
益
を
再
分
配
す
る
取
り
組

み
で
国
際
認
証
を
取
得
し
た
復
興
に
つ
い
て
、「
人
は
一

人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
」と
い
う
地
域
に
根
差
し
た「
講
」

の
文
化
が
背
景
に
あ
る
と
し
、
地
域
の
力
を
育
む
場
と

し
て
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
可
能
性
を
語
っ
た
。

　

結
び
に
、
吉
川
氏
は
文
化
政
策
を
料
理
の「
出
汁
」の

よ
う
な
も
の
と
例
え
、
地
域
社
会
の
分
母
と
し
て
の
文

化
を
支
え
る
、
地
域
に
根
差
し
た
文
化
政
策
を
考
え
て

い
き
た
い
と
述
べ
た
。

　

２
題
目
は
、

岡
利
夫
・
東
御
市
長
に
よ
り
「
標
高

差
１
５
０
０
ｍ
の
地
勢
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
創
出
」
と
題
し
て
、
東
御
市
の
地
理
的
環
境

を
地
域
資
源
と
し
て
捉
え
、
標
高
差
を
活
用
し
た
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
整
備
の

経
緯
や
、
市
民
や
一
般
の
人
々
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

東
御
市
の
平
地
が
少
な
く
標
高
差
の
あ
る
地
形
は
こ

れ
ま
で
土
地
利
用
と
し
て
は
欠
点
と
い
う
認
識
が
持
た

れ
て
い
た
が
、
そ
の
特
徴
を
個
性
と
し
て
捉
え
、
地
域

資
源
と
し
て
生
か
す
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
主
に

農
地
を
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
畑
に
転
用
し
た
ワ
イ
ナ

リ
ー
と
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め
の
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
施
設
が
整
備
さ
れ
て
き
た
と
説
明
し
た
。

　

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
と
し
て
東
御
市
に
整
備
さ

れ
た「
Ｇ
Ｍ
Ｏ
ア
ス
リ
ー
ツ
パ
ー
ク
湯
の
丸
」に
つ
い
て

詳
し
く
紹
介
が
あ
り
、
２
０
２
１
年
夏
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て
、
長
野

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー
で
あ
る
北
陸
新
幹
線
や
上

信
越
自
動
車
道
に
よ
る
東
京
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

を
活
用
し
、
新
た
な
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
た
ち
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
を
つ
く
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
な
状
況
の
中
で
財
源
の

確
保
や
水
泳
競
技
の
公
認
規
格
を
実
現
す
る
た
め
に
打

ち
出
さ
れ
て
い
っ
た
施
策
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
必
要
な

条
件
と
し
て
、
市
長
は
、
①
練
習
施
設
、
②
休
養
・
宿

泊
場
所
、
③
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
え
る
食
事
、
④
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
⑤
医
科
学
的
サ
ポ
ー

ト
、
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
提
示
し
、
そ
れ
ら
の
高
い

水
準
を
満
た
す
た
め
に
ス
ポ
ン
サ
ー
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
湯
の
丸
に
て
実
施
し
た
施
設
整
備
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
、
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
波
及
効
果
と

し
て
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
や
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技

者
の
利
用
、
山
に
登
っ
て
標
高
差
を
克
服
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
市
民
や
一
般
の
人
々
へ
の
広
が
り
を

見
せ
た
こ
と
を
示
し
、
標
高
差
を
生
か
し
て
盛
ん
に
な

り
つ
つ
あ
る
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
地
域
に
還
元
し
、
市
内
外
の
人
々
に
と
っ
て
訪

れ
る
価
値
が
あ
る
地
域
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い

う
今
後
の
展
望
を
述
べ
た
。

　

３
題
目
は
、
株
式
会
社
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
取

締
役
副
社
長
の
鈴
木
秀
樹
氏
よ
り
、「
ま
ち
づ
く
り
に

お
け
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
有
効
活
用
」
と
題
し

た
報
告
が
行
わ
れ
た
。
全
国
で
１
０
０
を
超
え
る
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
自
治
体
と
の
関
係
が
問
わ
れ
る
中

で
、
Ｊ
リ
ー
グ
が
開
幕
し
て
か
ら
の
30
年
間
に
わ
た
り
、

一般報告

吉川・文化事業ディレクター、演出家

岡・東御市長

鈴木・株式会社鹿島アントラーズFC
取締役副社長
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鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
が
構
築
し
て
き
た
地
域
と
の
関
わ

り
の
経
験
を
通
じ
て
、
地
域
の
資
源
と
し
て
の
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
の
活
用
の
可
能
性
を
示
し
た
。

　

ま
ず
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
本
拠
地
で
あ
り
鹿
島
臨

海
工
業
地
帯
を
有
す
る
設
立
当
初
の
５
町
村
に
お
け
る

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
ス
タ
ジ
ア
ム
の
設
立
か
ら
、
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
５
市
（
鹿
嶋
市
、
潮
来
市
、
神
栖
市
、
行
方

市
、
鉾
田
市
）
と
フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
公

的
連
携
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
経
て
地
域

と
の
関
係
に
お
い
て
新
し
い
方
向
性
へ
舵
を
切
っ
た
経

緯
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
地
域
に
も
た
ら
す
関
係
性
の
実

践
例
と
し
て
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ス
ポ
ー
ツ
専
門
の
ド

ク
タ
ー
が
一
般
市
民
も
診
療
す
る
体
制
を
整
え
た
り
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
事
業
や
介
護
予
防
医
療
と
い
っ
た
地
域

医
療
へ
の
貢
献
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
食
育
の
取

り
組
み
、
学
校
で
の
講
演
や
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
遠
足
の

受
け
入
れ
な
ど
、
教
育
や
人
材
育
成
へ
の
貢
献
な
ど
が

紹
介
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
有
す
る
重

要
な
資
産
と
し
て
試
合
時
の
観
戦
客
な
ど
の「
デ
ー
タ
」

を
挙
げ
、
自
治
体
の
施
策
へ
の
活
用
を
促
し
た
。

　

２
０
０
６
年
よ
り
指
定
管
理
者
制
度
を
用
い
て
運
営

す
る
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
制
約
を
受
け
ず

自
由
度
を
高
め
る
た
め
に
指
定
管
理
料
を
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
を
一
昨
年
か
ら
実
験
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
ス

マ
ー
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
構
想
」
と
題
し
た
チ
ケ
ッ
ト
の
電

子
化
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
試
み
や
、
芝
生
を
保
護
し

て
休
ま
せ
る
よ
り
も
使
っ
て
稼
ぐ
と
い
う
考
え
方
、
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
解
決
に
寄
与
す
る
新
ス
タ
ジ

ア
ム
構
想
な
ど
、
ス
タ
ジ
ア
ム
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

の
実
践
を
報
告
し
た
。

　

最
後
に
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ア
セ
ッ
ト
を
用
い

て
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
視
点
か
ら
の
地
域
と
の
関
係
を

探
る
た
め
、
２
０
２
１
年
に
新
た
に
立
ち
上
げ
た
ま
ち

づ
く
り
会
社
（
株
式
会
社
Ｋ
Ｘ
）
の
紹
介
が
あ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
生
み
出
す
た
め
の「
人
づ
く
り
」を
応
援

し
て
い
く
方
針
を
示
す
と
と
も
に
、
教
育
、
育
成
、
医

療
な
ど
の
観
点
か
ら
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
資
源
を
理
解
し

て
地
域
で
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
提
言
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

２
日
目
の
10
月
13
日
の
午
前
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
小
林
真
理
・
東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
迎
え
、
今
川
和
佳
子
・
合
同
会
社im

ajim
u

代
表
取

締
役
、
松
橋
崇
史
・
拓
殖
大
学
商
学
部
教
授
、
賴
重
秀

一
・
沼
津
市
長
、
山
崎
善
也
・
綾
部
市
長
ら
が
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
登
壇
し
た
。

　

ま
ず
冒
頭
で
、
小
林
氏
は
「
人
間
が
い
る
と
こ
ろ
に

は
必
ず
文
化
が
あ
る
」
と
述
べ
、
地
域
の
持
続
に
と
っ

て「
文
化
」が
大
切
で
、
人
々
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
権
利

で
あ
る
一
方
で
、
単
目
的
な
文
化
行
政
の
施
策
の
在
り

方
に
疑
問
を
呈
し
、「
文
化
」の
領
域
を
地
域
の
コ
ア
と

し
て
ま
ち
づ
く
り
全
体
に
開
い
て
い
き
、
各
分
野
が
連

携
し
て
文
化
で
横
串
を
刺
す
と
い
う
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
の
文
化
振
興
の
方
策
を
示
し
た
。
さ
ら
に
初
日
の
議

論
の
振
り
返
り
と
し
て
、
ア
ー
ト
・
文
化
そ
れ
自
体
の

役
割
と
可
能
性
、
地
域
資
源
の
見
直
し
と
ス
ポ
ー
ツ
振

興
、
人
を
育
て
る（
行
政
・
住
民
・
事
業
者
な
ど
）、
ま

ち
づ
く
り
を
協
働
で
き
る
人
や
企
業
と
の
成
長
、
な
ど

の
論
点
を
挙
げ
た
。

　

今
川
氏
は
「
八
戸
の
独
自
性
が
生
み
出
し
て
き
た
も

の
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、「
は
っ
ち
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
現
在
取
り

組
む
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
た
。「
は
っ
ち
」
で
は
、

オ
ー
プ
ン
前
の
３
年
間
で
約
30
の
プ
レ
事
業
を
実
施
す

る
な
ど
、
事
前
の
段
階
か
ら
の
市
民
と
の
協
働
や
相
互

理
解
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
市
民
が
参
加
す

る
こ
と
で
思
い
も
よ
ら
な
い
も
の
が
出
来
上
が
っ
て
い

く
面
白
さ
や
、
郷
土
芸
能
を
習
い
に
来
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
漁
師
さ
ん
と
の
交
流
な
ど
、
八
戸
に
こ
ぼ
れ
落
ち

て
い
る
小
さ
い
も
の
や
人
を
探
し
出
し
、
感
動
を
周
り
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に
伝
え
る
と
い
う
取
り
組
み
の
姿
勢
を
示
し
、「
酔
っ
払

い
に
愛
を　

横
丁
オ
ン
リ
ー
ユ
ー
シ
ア
タ
ー
」で
は
ま
ち

の
人
の
寛
容
性
や
相
互
理
解
の
高
ま
り
、「
三
陸
国
際

芸
術
祭
」
で
は
民
俗
芸
能
で
若
手
の
芸
能
者
に
着
目
す

る
こ
と
で
こ
れ
か
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
や
交
流
が
生
ま
れ

て
い
る
様
子
、「
八
仙
」の
酒
蔵
を
活
用
し
て
音
楽
や
ア
ー

ト
の
入
り
口
を
作
る
こ
と
で
人
材
育
成
や
人
の
つ
な
が

り
に
貢
献
し
た
事
例
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

松
橋
氏
は
、「
地
域
活
性
化
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
役

割
と
そ
の
変
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
地
域
活
性
化
と

ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
地
域
活
性
化
と
ス
ポ
ー
ツ

政
策
、
地
域
活
性
化
で
重
視
さ
れ
る
考
え
方
と
ス
ポ
ー

ツ
の
役
割
の
変
化
、
の
観
点
か
ら
報
告
を
行
い
、
文
化

政
策
の
中
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
役
割
を
提
示
し
た
。

　

ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
自
治
体
と
の
関
係
と
し

て
、
Ｊ
リ
ー
グ
が
ス
タ
ジ
ア
ム
や
ア
リ
ー
ナ
を
有
し
て

い
る
地
域
の
自
治
体
か
ら
支
援
を
得
る
必
然
性
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
地
域
密
着
と
い
う
戦
略
的
な
理
念
を
打

ち
出
し
た
こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
の
距
離
を
一
気
に

縮
め
る
契
機
と
な
っ
た
と
説
明
し
、
ク
ラ
ブ
・
自
治
体

の
双
方
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
用
い
た
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ま
れ
つ
つ
あ
る
現
状
認
識
を
述
べ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
つ
い
て
は
、
国
体
の
種
目
振
興
を

は
じ
め
、
全
国
大
会
や
世
界
大
会
な
ど
の
開
催
が
ト
リ

ガ
ー
と
な
っ
て
各
地
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
促
さ
れ
る
こ

と
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、
多
様
性
の
観
点
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
道
具

や
ル
ー
ル
を
変
え
る
と
い
っ
た
共
生
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
解
決
策
を
ス
ポ
ー
ツ
が
提
供
し
つ
つ
あ
る
状
況

を
示
す
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
懸
命
さ
を
弱
さ

や
脆
さ
も
含
め
て
情
報
と
し
て
発
信
し
、
時
代
に
伴
っ

て
訴
求
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
や
地
域
活
性
化
の
文

脈
に
お
け
る
役
割
を
考
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
伝

パネルディスカッション

小林・東京大学大学院人文社会系研究科
教授

今川・合同会社imajimu代表取締役

賴重・沼津市長

パネリスト

コーディネーター

松橋・拓殖大学商学部教授

山崎・綾部市長
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え
た
。

　

賴
重
氏
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
と
ア
ニ
メ
を
活
用
し
た
に

ぎ
わ
い
の
創
出
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
沼
津
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
や
、
ア
ニ
メ
の
舞
台
と
し
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

２
０
２
３
年
に
整
備
さ
れ
た
「
香
陵
ア
リ
ー
ナ
」
を

は
じ
め
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
交
流
拠
点
施
設
「F3 

BA
SE

」
や
、
民
間
の
Ｂ
Ｍ
Ｘ
や
Ｍ
Ｔ
Ｂ
の
練
習
場
の

「D
K

FREERID
E M

T
B PA

RK

」
と
い
っ
た
公
設
や

民
営
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
紹
介
が
あ

り
、
続
い
て「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
ま
ち
沼
津
」と
し
て
の

取
り
組
み
や
、「
ア
ス
ル
ク
ラ
ロ
沼
津
」を
は
じ
め
と
す

る
沼
津
市
を
拠
点
と
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の

連
携
事
業
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

環
境
整
備
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、『
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
‼
』２
期

の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
始
め
た
、
市
内
各
地

の
聖
地
巡
礼
、
民
間
事
業
者
や
商
店
街
と
の
協
働
、
行

政
と
し
て
の
民
間
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
や
情
報
の
発

信
、
観
光
Ｐ
Ｒ
へ
の
起
用
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
。
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ニ
メ
の
取
り
組
み
を
継

続
し
、
市
外
の
人
々
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

生
じ
る
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
な

ど
の
効
果
を
示
唆
し
た
。

　

山
崎
氏
は
、「
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
で
紡
ぐ
ま
ち
・

綾
部
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、「
合
唱
の
ま
ち
」
の
取
り
組

み
を
中
心
に
綾
部
市
に
お
け
る
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

綾
部
市
で
は
ふ
る
さ
と
教
育
の
一
環
と
し
て
、
市

歌
、
踊
り
、
太
鼓
を
市
民
全
体
で
普
及
啓
発
に
努
め
て

い
る
一
方
、
高
齢
化
で
文
化
に
関
わ
る
人
の
裾
野
が
狭

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
育
成
型
と
鑑
賞
型
を
組

み
合
わ
せ
た
文
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ

や
カ
ヌ
ー
、
登
山
レ
ー
ス
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
な
ど
の
大

会
を
開
催
し
て
き
て
お
り
、
地
域
住
民
に
よ
る
地
域
の

地
産
地
消
の
食
べ
物
の
提
供
な
ど
も
地
域
振
興
へ
貢
献

で
き
る
こ
と
だ
と
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
は
そ
れ
ら
を
望
む
人
が

関
わ
り
や
す
い
環
境
整
備
が
行
政
に
求
め
ら
れ
る
と

し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
方
策
と
し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど

の
動
機
の
一
つ
と
し
て
の
ふ
る
さ
と
教
育
や
、
移
住
・

定
住
施
策
で
は
、
住
ん
で
い
る
市
民
の
生
活
を
楽
し
く

元
気
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
、
そ
れ
を
見
て
遠
く

の
人
が
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
と
述
べ
、
報
告
を
終
え
た
。

　

以
上
の
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
の
報
告
を
踏
ま
え
て
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
事
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
時
間
を
取
っ
て
理
解
者
を
増
や
す
重
要
性

や
、
経
済
的
価
値
や
社
会
的
価
値
だ
け
で
は
な
く
本
質

的
価
値
を
問
う
必
要
性
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

閉
会
式

　

閉
会
式
で
は
、
次
期
開
催
都
市
の
清
元
秀
泰
・
姫
路

市
長
の
あ
い
さ
つ
、（
公
財
）日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
理
事

の
奥
山
恵
美
子
氏
よ
り
閉
会
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
２

日
間
の
学
び
の
場
は
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

行
政
視
察

　

午
後
に
は
希
望
者
に
よ
る
行
政
視
察
が
実
施
さ
れ
、

参
加
者
ら
は
、

●�

文
化
：
八
戸
市
中
心
市
街
地
の
文
化
芸
術
拠
点
「
八

戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」や「
は
っ
ち
」な
ど
を
巡
る

●�

ス
ポ
ー
ツ
：
市
内
の「
長
根
屋
内
ス
ケ
ー
ト
場
」や
ア

イ
ス
ア
リ
ー
ナ「FLA

T
 H

A
CH

IN
O

H
E

」を
巡
る



13 市政 DECEMBER 2023

第85回 全国都市問題会議報告 文化芸術・スポーツが生み出す都市の魅力と発展

●�

歴
史
：
文
化
財
な
ど
を
展
示
す
る「
是
川
縄
文
館
」の

見
学
や
、「
え
ん
ぶ
り
」鑑
賞
で
歴
史
に
触
れ
る

●�

自
然
：
名
勝
「
種
差
海
岸
」
や
ウ
ミ
ネ
コ
の
繁
殖
地

「
蕪
島
」な
ど
の
豊
か
な
自
然
や
景
勝
地
を
巡
る

●�

港
：
船
上
か
ら
港
町
八
戸
の
漁
港
・
自
然
・
工
業
な

ど
が
織
り
な
す
港
湾
風
景
を
望
む

●�

つ
な
ぐ
：「
多
賀
多
目
的
運
動
場
」や
、
救
命
救
急
医

療
を
有
す
る「
八
戸
市
立
市
民
病
院
」を
巡
る

の
六
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
視
察
を
行
い
、
こ
の
度

の
会
議
で
議
論
さ
れ
た
八
戸
市
の
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
を
じ
か
に
体
験
し
た
。

◆　

◆　

◆　

◆　

◆

　

今
回
の
会
議
の
議
論
を
通
じ
て
、
文
化
政
策
や
文
化

振
興
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
考
え
て
い
く
上
で
、
ま
ず

「
文
化
」
と
い
う
言
葉
の
射
程
を
、
わ
れ
わ
れ
の
身
近
な

生
活
の
も
の
・
こ
と
か
ら
問
い
直
す
必
要
性
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
登
壇
者
の
共
通
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
受
け

取
っ
た
。
吉
川
氏
や
今
川
氏
ら
が
携
わ
っ
た
「
は
っ
ち
」

の
プ
レ
事
業
の
よ
う
に
、
事
前
段
階
か
ら
の
地
域
と
の

関
係
構
築
や
相
互
理
解
を
通
じ
て
、
市
民
の
生
活
と
有

機
的
か
つ
連
続
的
に
つ
な
が
り
、
地
域
の
空
間
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
通
じ
た

「
文
化
」
の
新
し
い
在
り
方
を
模
索
し
て
い
く
文
化
事
業

や
ス
ポ
ー
ツ
事
業
が
今
後
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
示

さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
度
の
議
論
を
踏
ま
え
た
政

策
の
展
開
を
通
じ
、
各
地
の
固
有
の「
文
化
」と
そ
れ
に

結
び
付
く
市
民
ら
の
生
活
が
、
持
続
し
、
芽
吹
き
、
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
願
う
。

閉会あいさつを行う奥山・理事

閉会式

次期開催市のあいさつを行う清元・姫路市長

ユネスコ無形文化遺産「山・鉾・屋台行事」に登録されている八戸三社大祭の
山車が展示された

陸奥国八戸総鎮守の法霊山龗（ほうりょうさんおがみ）神社に伝わる山伏系統の法
霊神楽の披露。八戸三社大祭では迫力の一斉歯打ちを見せる


